　　　　　令和７年度　第1回まちづくり懇談会　議事録
 「船橋芸術・文化まちづくり市民の会」
１．日　時：令和８年１月２７日（火）午前１０時～午前１１時
２．場　所：船橋市役所９階　第２応接室
３．議　題：「劇場と文化施設の設立に提案します」
　（１）市民文化ホールの現状と改修工事について
　（２）専門の劇場と文化施設設立に関する提案について

４．議事録
○事務局
　本日の懇談会のテーマは、「劇場と文化施設の設立に提案します」となっております。提案内容は２つ、１、市民文化ホールの現状と改修工事について、２、専門の劇場と文化施設設立に関する提案についてでございます。
　それでは、この後の司会進行を船橋芸術・文化まちづくり市民の会代表、半田様にお願いしたいと思います。終了時刻は午前１１時になります。
　それでは、半田代表、お願いいたします。
○団体
　ありがとうございます。
　今日、まちづくり懇談会を開いていただきまして、本当にありがとうございます。私、芸術文化のまちづくり市民の会の代表をやっております半田です。よろしくお願いします。
○市長
　よろしくお願いします。
○団体
　まず、私たちの今日のメンバーの御紹介をさせていただきます。その後に私たちの活動の経緯、趣旨、目的を事務局の中村から、そしてメインであります要望書の内容を副代表の畑からお伝えしたいと思います。その後で皆様に懇談させていただければと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
○市長
　よろしくお願いします。
○団体
　それでは、名簿順に紹介させていただきますので、名簿、皆様にあると思いますので、そちらを御覧になりながら、ぜひ、よくお顔を知っていただければと思います。
　大塚さんからお願いします。
○団体
　本日はありがとうございます。ＮＰＯ法人の船橋子ども劇場の理事長をしております大塚と申します。よろしくお願いいたします。
○団体
　ＮＰＯまちアート・夢虫、副理事長をやっております、岡崎と申します。よろしくお願いします。
○団体
　ふなばし演劇鑑賞会の理事をしております、勝見公子といいます。よろしくお願いいたします。
○団体
　ふなばし演劇鑑賞会事務局長をしております中村と申します。よろしくお願いします。
○団体
　今回、役員で参加させてもらっております鶴見と申します。よろしくお願いします。
○団体
　ふなばし演劇鑑賞会の会長をしております畑と申します。船橋芸術・文化まちづくり市民の会の副代表もやっております。よろしくお願いいたします。
○団体
　ＮＰＯまちアート・夢虫の理事長をしております。今回はこの会の代表をさせていただいております半田と申します。よろしくお願いいたします。
○団体
　ふなばし演劇鑑賞会の理事をやっております福島です。よろしくお願いいたします。
○団体
　松下といいます。船橋子ども劇場の理事をやっております。それと鑑賞会のほうにも入っておりまして、そちらでも理事をやっております。よろしくお願いします。
○団体
　以上が本日の参加のメンバーになります。このほかにも何人かおりますので、また、いずれ、こういうまちづくりの懇談会があるときには出席できるかなと思っております。何度でもやりたいと思っていますのでよろしくお願いします。
○市長
　よろしくお願いします。
○団体
　それでは、私たちの会の設立の経緯、趣旨、目的を事務局の中村からお伝えしたいと思います。中村さん、お願いいたします。
○団体
　長年にわたり、いろいろお世話になっております。ありがとうございます。今日は船橋芸術・文化まちづくり市民の会設立の経緯と、それからこれまでの動き、そして目的の順番でお話ししたいと思っています。
　経緯といたしましては、昨年３月、私たちは地域で芸術・文化に勤しむ仲間たちと船橋芸術・文化まちづくり市民の会を設立いたしました。船橋の地で芸術・文化に触れて、心豊かに暮らしていきたいと願ってきましたが、６５万人が暮らすこの地に、プロの音楽や演劇を鑑賞できる施設が、船橋市民文化ホールがたった１つだけと、文化施設があまりにも脆弱なことが不思議でなりませんでした。かつて地域で活動している教師、演奏家、子ども劇場、演劇鑑賞会などなどが集まって、１９８７年ですか、船橋に中ホールをつくる会が発足しました。活動のかいがあって、１９９６年、市議会で多機能の中ホールの設立が全会一致で採択されたということがありました。しかし、見合う土地がないことから、頓挫したまま現在に至っているものと思っています。
　２０２４年秋に船橋市民文化ホールの改修工事が行われることを知りました。期間が当初の１年が１年半になり、それから２年間と大幅に長期化することに非常な危機感を覚えました。市民が集う場所が長期間使えなくなることで、多くの市民の今までの活動に何かしらの支障が来すことは明白です。市内では代替えの施設はなく、自助努力せよと放り出されるような、そんな思いを感じました。
　そのような中で、船橋市場がリニューアルされ、西側に空き地ができる情報がありました。そこで、長年、夢に思っていた演劇に特化した演劇ホールの建設を望む仲間たちが集まりました。月に１回、話合いの場を持ちながら約１年近く活動をしてきました。
　２番目ですけれども、この間の動きです。２０２５年３月、ふなばし演劇鑑賞会の定期総会の記念公演や、千葉演劇を見る会の学習会が行われる中で、文学座の演出家でもあり、日本劇団協議会会長の西川信廣さんから、文化行政と劇場建設について、地域公共ホールの役割と市民の協働を考えるという、そういったテーマのお話を聞きました。
　具体的なモデルケースとして、今日の資料の中にもありますけれども、岐阜県可児市のalaの劇場を中心とした、市民が集うまちづくり、そんなことを知ることができました。
　それから、２０２５年７月、芸術ホール設立に向けてアンケートを実施しました。回答数が６５１通、これは後で詳しく大塚さんのほうから話があります。
　そして、２０２５年８月、座・高円寺、これは杉並区立の杉並芸術会館というんですけれども、劇場視察を実施しました。区立ですが、ＮＰＯ法人が運営し、年間を通して舞台芸術を中心とした、様々な公演、地域に根差した芸術・文化の拠点として、芸術・文化活動のほか、集会、発表会、講演会など広く利用され、限られた空間づくりのユニークな発想が見えて、市民に親しまれている、そんな様子を目の当たりにしました。
　そして、９月には、２０１３年に穂の国とよはし芸術劇場ＰＬＡＴを設立し、その中心となった豊橋演劇鑑賞会及び千葉演劇を見る会も、今、ホールの建設に向けて動いている会ですけれども、そんなところの学習会に参加しまして、多目的ホールは無目的ホールであるということ、それから見やすく演じやすく使いやすい、市民の集う劇場への思い、そんな思いを高めて、今に至っています。
　それで３つ目ですけれども、目的として、皆さんのお手元にもあります規約、その中の目的を読ませていただきます。
　船橋芸術・文化のまちづくり市民の会は、海を土台に栄えてきた船橋の文化や芸術を未来世代の、ひいては地域住民の暮らしと生きがいを考え、劇場と文化施設をつくることで、若者や子どもたち、大人や障害のある方、外国の方たち、誰もが同じ世界を共有し、プロと一緒に作品をつくって共演したり、ワークショップを行ったり、様々な活動を行います。それによって劇場が人とつながり、人は人とつながり、芸術家を目指す若者や子どもたちを育て、市民の暮らしを彩り、地域の芸術・文化を内外に発信します。劇場をつくることで船橋のまちを、暮らしを楽しく、情緒豊かにしようという目的で設立いたしました。
　以上です。
○団体
　ありがとうございます。
　今、趣旨・目的をお話しいたしました。
　次に、今回のメインであります要望書を説明させていただきたいと思います。
　じゃあ、副代表の畑さん、お願いします。
○団体
　お手元に要望書があるかと思うんですが、今、お渡ししたところで、内容をまだ皆さん読んでいらっしゃらないかと思いますので、ここでちょっと読み上げたいと思います。
　船橋に『劇場と文化・交流施設の設立』の要望書。
　船橋には芸術公演用に唯一船橋市民文化ホールがあります。このホールは貸し館で多目的ホールのため、演劇を上演するには向いていないホールです。このホールの主催事業のほとんどが音楽関係で、演劇公演などは皆無です。あえて行っているといえば、会員制の演劇鑑賞会の主催公演がありますが、ホール主催の市民向け演劇公演ではありません。
　このホールの使用に関しては、市内唯一の施設のため抽選であり、競争率が高く、希望の日をなかなか借りられず、借りられたとしても、公演準備のための使用日数、時間などが限られており、よりよい公演を行うには十分とは言えません。現状、抽選に漏れた学校公演や市民の公演などは他市のホールを借りています。今後も船橋市民文化ホールに改修、建て替え、工事などがあれば、ホール主催の事業も市民主催の事業も長期にわたって他市に会場を借りることになります。しかし、遠い会場は高齢者や子ども連れには会場に行くことも困難が予想され、市民の楽しみや人との交流はもとより、感動や生きる希望、喜びも奪うことになりかねません。
　人間は一人では生きられません。芸術・文化には人と人をつなげる力があります。文化芸術基本法には、人は誰もが創造的・精神的活動を享受する権利があり、それを奪うことは誰にもできないとあります。本来、劇場とは、人が集い、生身の人間が舞台上で発するエネルギーに触れ、演者と観客の想像力と創造力を発揮し、両者が出会い作り上げていく場です。そのためには見やすく、演じやすく、使いやすい舞台、そして創造活動の場として開かれた施設であることが求められます。
　私たちは船橋市の市場空き地を利用して、市民が集い、創造活動と交流する開かれた施設をつくることで、船橋市の若い芸術家を育て、その若者たちが未来を担う子どもたちを育て、市民の喜びや楽しみを創造し、市内外へ文化を発信し、市の芸術・文化の振興及びまちの活性化にも貢献し、元気なまち、誰もが誇れるふるさとづくりを希望します。以上を踏まえ、下記のとおり要望します。
　要望。
　１、中核都市である船橋市にふさわしい劇場と文化施設の建設をすること。
　２、船橋卸売市場整備に伴う西側の空き地に劇場と文化施設（稽古場や市民が集う場など）を建設することを要望します。
　以上です。
○団体
　ありがとうございます。
　ということで、私たちの会の趣旨、目的、要望をお話ししました。それについて、市のほうから、今の話の中で何か御質問があれば、どうぞ、お願いいたします。
○市長
　それでは、こうした機会をいただきましたが、これはもう、このことに対して反対をする人はいないと思います。市も議会の陳情の全会一致の採択とか、これまでずっとすごく前から、こういったお話をお伺いしています。それでちょっと私としては逆に質問をしたいんだけど、今回の要望は、演劇に関する劇場が欲しいということなのか。それと、もう一つ、文化施設の意味というのは何をイメージして言っているのか。文化施設って、ものすごく広いじゃないですか。その辺をちょっと聞かせていただきたいなと思います。
〇団体
　まずは演劇を中心とした劇場が欲しい。ただ、その箱物だけがあればいいということではなくて、やはりそこに練習をしたりとか、それから市民活動のいろんな発表する方たちがいると思うんですけれども、そういう方たちが発表したり、それからワークショップなど交流ができるような、そういう人のつながりができる劇場が欲しい。
○市長
　劇場というのは演劇に関しての？
○団体
　演劇に特化したもの。演劇に特化した劇場というのは、演劇だけではなくて、邦楽、講談、落語、お琴など幅広く使える利点がある。
○団体
　邦楽ね。
○団体
　演劇用の劇場は、邦楽関係の人にも非常に使いやすい劇場であるということを専門の方から伺っているので、芝居だけではなく、いろんな方が利用できるというものができるといいなと思っています。中心は演劇です。
○市長
　文化施設の意味は？
○団体
　皆さんの手元にあるチラシに劇場×（かける）地域の力でまちが楽しいというのがありますけれど、施設としては、こういうワークショップしたり、それから親子でやったり、いろんなことができるような施設が欲しい。要するに稽古場、例えば稽古場１つじゃなくて、２つ、３つぐらいつくって、そこで活動ができる、市民がそこに来て活動ができるような場を私たちは欲しいと思っているので、施設として、やっぱり文化的な施設だと思います。
○市長
　文化施設をつくって欲しいと一括りにされちゃうけれど、いろいろあるんですね。文化施設ってものすごく範囲が広いから、そのうちの何を求めているのかが分からないとディスカッションできないので。
○団体
　すいません。資料の説明をすればよろしいかなと、今、思っているんですけれども。皆さんのお手元にないですけれども、これは可児市のパンフで、劇場、地域の力でまちが楽しいという内容で。それがイメージ的に見て分かるものというのはこれです。
　それで、演劇に特化したって言ってますけれども演劇というのが一番潰しが効く施設だと聞きました。というのは、音楽ももちろんできるし、合唱の発表会もできるし、音楽ホールよりも演劇に特化した劇場のほうが、非常にいろんなもので活用できる。ですから、多目的ホールというのは本当に無目的だというふうに使い勝手が悪いんですけれども、劇団、演劇に特化した劇場というのは何でもできるホールだと聞きました。
　それで、この可児市で行われているというのは、建物だけではなくて、２４時間、会場にいろんな人が行き来して、行き交う劇場ということです。私たちは高円寺にも見学に行ったんですけれども、区立でありながらＮＰＯ法人が運営していて、土曜・日曜には市場が出ていたりとか、中には本屋さんがあったりとか、市民が要望する、市民が本当に気楽に足を運べる、それから小さい子供たちも足を運べるみたいな、そういった施設が、劇場だけではなくて、市民が四六時中顔を出すことができる、そういった広場とか、そういったものが私たちは欲しいなと。
美術館とか図書館とか、大きく言えば、いろんなものが欲しいですけれども、こういったものがあることによって、やっぱり市民も含め、それから市外、県外からも、そういった優れた劇場があれば、いろんな人が集まってくるんだろうな、まちの活性化につながっていくんだろうなということを、常々、私たちはみんなで話しております。
○団体
　昨年８月、高円寺も見学に行ったんです。僕らは、ただの劇場かと思ってた。そうしたら、建物の中に５００人ぐらい入れる劇場と、あと広場がある。地下にはホールもあるんですね。そこでちっちゃい子供用の劇とか、あと高円寺の阿波踊りってやるじゃないですか。阿波踊りの練習を市民がそこでできるんです。そのぐらいの広場を持っています。だから、そういう劇場って、椅子があって、ステージがあるんじゃなくて、そのほかに、いろんな子供たちが来てワークショップする場所があるとかね。それを発表するのが劇場みたいな、そういう、いろんなことができる。
　だから、その中にレストランがあって、子供と親がお芝居を見る前にお茶飲んで、そこに絵本がいっぱいあって、朗読できるとか、子供に読み聞かせできるとか、そういうスペースもある。
○市長
　分かりました。趣旨はよく分かります。
　それで、まず船橋の文化ホールができたのが、昭和５３年だから４７年前になるんですね。あの当時から多目的ホールは無目的だというのは、ずっともう関係者では言われていたことなんだけれども、船橋にとって、ホールって全然なかった状況の中で、いろんな団体が使うということを想定して、多分当時、文化ホールがつくられたわけです。
　あのホールができた当時は、皆さんのような目の肥えた意見はなくて、とにかくホールができてよかったなって、みんなが喜んでいた経緯があります。その後も音響が今一つ良くないんじゃないかとかいろいろあって、それでは、少しずつ改修はして、改善はしてきたんですけど、今回、長期にわたる改修に入ってしまったので、ちょっと迷惑をおかけしちゃっているんですね。
　ホールの整備についても、令和２年かな、旧西武デパートのところの話があったんですよ。ただ、そのときって市の予算もそんなに大きな規模を持てなくて、当時、仮に市がそこを確保するといったときに、場所だけで、フロアの床だけで１３０億円ぐらいかかるということがあって、財源をどうするかとなったときに、今の文化ホールと中央公民館のところを事業者が買って、それを市に貸し付けますよみたいな話がありました。長期に計算してみると全然割に合わなくて、あとは座席数が１,０００しか取れないので、今のホールとほぼ同じなんですよね。
　さっき中ホールのお話があったんですけど、演劇のホールの客席数って、大体どのぐらいですか。８００くらいですかね。
○団体
　７００。
○市長
　７、８００ですよね。
○団体
　はい。
○市長
　それって、使いやすいって言ったんですけど、いい公演をそこでやろうとすると、客席数の関係で、チケットがものすごく高くなっていっちゃうんですよ。だから文化ホールって、すごく中途半端で、本当に大きなギャラを払わなきゃいけないオケとかを呼ぶとすると、１,０００って、公演料割る１,０００なので、東京都のホールに行くと１,８００とか入れるから、都のホールなら半分でできる催しが倍払うことになるんです。中ホールって、よさは分かるんだけど、意外にマネジメントは難しいというのは、私は専門家から聞いているんです。ただ、皆さんの気持ちはよく分かります。
　それと一つだけ意見ですが、文化ホールが市民の交流の場になっていないというのは、ちょっとそこを使っている団体の人たちに失礼じゃないかなと思いますけど、どうでしょうか。
○団体
　交流の場の意味合いは、団体同士や団体と市民が一緒に何かものづくりをするということです。
○市長
　仲間と一緒に観に来たりとかは。
○団体
　それもありますが、そうじゃなくて、そこでものづくりをする。
○市長
　そういう意味ですか。さっきの話にあった一緒に稽古をしたり、自由に来たりと。
○団体
　そうそう、そういう意味です。それで子供たちと、例えば、芸術家なり若者たちが一緒になって何かをつくったり、やったりする、そういう交流の場になっていないと。
○市長
　そうですね。それは私もあったらいいなと思います。ただ、ぜひ御理解をいただきたいのは、皆さんはほかのところのいいところだけ、スポットで見てくるじゃないですか。
○団体
　もちろん。
○市長
　そうですよね。逆に、外から見た船橋の評価ってどうなんですか。例えば交流だって、船橋は、公民館いっぱいありますよね。
○団体
　公民館もどっちかというと貸し館に近いですよね。
○市長
　だけど、あれと違う形態で何をやるんですか、alaの話も、私、できたころから知ってますけれど、alaも市民の人たちが意見を重ねて重ねてつくり上げていって、本当に素晴らしいなと思っているんです。ほかのところ、水戸や秋田とかにもそういったところはありますよね。
○団体
　栃木も、あと茨城。
○市長
　いろんなところにありますね。で、その先鞭は、多分、金沢なんだと思いますけれど、そういった市民の人たちが自由に使える、そこも交流というか、単なるサークルだけでやっているかというと、そうじゃなくて、いろんな人たちが交流やそのきっかけづくりをして、そこで使い慣れている人たちがいろいろ手配をして、どんどん広がっていくという形だと思うんですけど、公民館はそうじゃないでしょうと言われちゃうと、ちょっと、それは困ってしまいますね。
○団体
　意外ですか。
○市長
　ちょっと意外ですね。
○団体
　そうですか。公民館も、どっちかというと貸し館に近いですよね。
〇市長
基本的には貸し館。貸さなかったら公民館はできないですね。フリーな使い方ができないかということですか。
○団体
　そうです。普段から空いていて、子供たちが遊びに来たりとか、そこに来て何かできるという場所ですかね。
○市長
　やってますよ、公民館。
○団体
　だから、そこに広場がないと。
○市長
　でも、そんな施設が、子供たちが自由に行ける場所が町じゅうにいっぱいあればいいですが、そのほかの市に実際ありますか。
○団体
　実際は無理ですよね。
○市長
　そうですよね。皆さんにもほかの市の公民館見てもらえればと思うんですけれど、船橋みたいに、あんな大きな公民館がこんなにいっぱいあるまちってないんですよ、全国の中で。
○団体
　確かにそうですね。
○市長
　宮本の３００人劇場も中途半端と言われちゃうかもしれないけれど、ああいう機能の備えた公民館がいっぱいあるまちってそんなに無いです。
　だから船橋には、新しい市民の人たちも、高齢者の人たちも、これからどんどん増えていく中で身近に行ける場所があるって、ものすごく大事じゃないですか。そういったところの評価はあったうえで、この話もしていきたいです。
○団体
　そうですね。
○市長
　市場のところは、確かにあそこの西側については、今いろんな考え方があるんです。例えば今話をしている美術館も本当は京成船橋駅の南側のところに、令和３年ぐらいかな、１回具体的になったんだけど、やっぱり地権者の人たちの合意が得られなかったんですよ。だから美術に関することもすごくやる。だけど、今、市には市民ギャラリーがあって、フラットで１,０００平米の展示スペースがあります。市川の人に言われるけど、市川には美術館はあってもそれがない。市民の発表の場がないから、市川の人が使ったりしているんですよ。だからお互いに、今、欲しいものって、これからは組み合わせていくほうがいいのかもしれないし、演劇ホールについての希望はとてもよく分かるんです。私も前からずっと中ホールのこととかも聞いているので。だから行政として、どういう順番でやっていくかということと、あと土地がないことが課題です。
○団体
　今のあそこの市場というのはどういうふうに考えているのですか。
○市長
　あそこの市場、実は県内の市場の中で水産とかの取扱量が一番大きくて、野菜も２位なんですね。これらの集荷物をこれからどう集約をしてやっていくのか、西側の土地をどうしようかっていうのは、それからになります。
○団体
　まだ先ですか。
○市長
　はい。まだ方向付けはできていないので。
　ただ、時代がどんどん変わっていって、どういったものがいいのかなというのを、おそらくその都度その都度、皆さんに意見を聞かなきゃいけないと思っています。新しいホールのやり方がどこかで出てくると、そういうホールをやっぱり取り入れたほうがいいんじゃないかとかって。ただ、そこをホール様式にするとか、美術館とか他の施設にするとかいうのは、これからちょっと市のほうで検討しながらやっていくことになります。
○団体
　そうですね。
○団体
　すいません。いいですか。
○団体
　どうぞ。
○団体
　今の現状の公民館と、船橋市の公民館活動が本当に先駆者的に始まったというのは聞いていますし、地域に広がっているなというのは、本当に頭が下がる思いなんですけれども、今、私たちが直面していることをお話ししてもいいでしょうか。
○市長
　どうぞ、どうぞ。
○団体
　ふなばし演劇鑑賞会は、全国組織の中に、市長のところにお渡ししている、北は北海道から南は九州まで、１０７の団体が、日本中、津々浦々、そういった演劇を招いてお芝居を地元で見ている会があるんですけれども、今回の改修工事に伴って、私どもも予測はしていたんですけれども、コロナで今５年たちました。それで１,０００人の会員が辞めて、１００のサークルが消失したというのは全国各地で起こっていることなんですね。それで、そこから何とか演劇文化をつなげていこうというので、みんなが奮起して５年たったんですけれども、そこに来て、この改修工事というのは非常に痛手でして、昨年、その広報があってから１年間、やはりぽつりぽつりと辞めていく人がいて、この１月には３４０人の会員が演劇を見ることを諦めました。というのは、本当に１ステージ分の会員が、そっくりいなくなってしまったという現実。
　それから、サークルって、私たちお年寄りから若者まで、１人で見に、チケット買って見るんではなくて、サークルで集って、芝居を見て、生存確認しながらという、そういうことも地域に貢献している会だなと思っていますし、市の行政の中でも、これだけ高齢化社会の中で、お年寄りがどんなふうな楽しみ方、生活に潤いを持って暮らしていくかって、医療費にお金が行くんではなくて、元気で外に出て活動するお年寄りが多いほうがいいに決まっているなと思うんですけれども、やはりそういった高齢化の中で、千葉市民会館を１年間借りたんですけれども、快速に乗ったら１５分なんですよ。けれども、千葉には行ったことがないという船橋市民が多くいて、東京には行くんだけれども、下ることを知らなかった。ですから、本当に未知のところに、土地に行くような感覚でお辞めになる。
　それから高齢ですから、やっぱり電車の乗り降り、知らない土地に行くということが非常に負担になって、お一人の男性は足が不自由なんですけれども、船橋だったら、俺は見続けたいと。だけど、千葉だったら、もう行くわけにいかないんだよって、本当に嘆いて辞めていかれましたけれども、そんなふうにして手放す人たちが、これだけ多くいます。
　それで、日本全国、私たち会員動態というのを逐次報告しています。ですから、今、船橋に何が起こったんだというの、全国で注目されていてます。ホールが１つしかない中での改修工事です。お隣の松戸でも２つありますし、千葉はもっとたくさんありますので、市内で、１つホールが何か改修工事とか、そういうことがあったときには対応できるんだけれども、今の船橋市にはそれがないんですね。それを本当に痛いほど身に沁みまして、全国からも、昨日、劇団が急遽、船橋は一体どうするんだと。千葉に２年間行ってる間に潰れるんじゃないだろうね、というような心配をされているというのが実情で、こうした動向に全国から注目をされているというのが今の現状なんです。
　ですので、先ほど要望書にもありましたけれども、万が一、改修工事が、またどこかで行われるとか、建て替えの時期に来たときに、やっぱりもう一つ代替えが欲しいなというのも切実な思いです。勤労市民センターではプロのお芝居できません。きららホールでもできません。そういったところを、ぜひ、こういう状況の中で、新しい視点を持って、市のビジョンをつくっていただいたりできたらいいなととっても思っています。そんな思いで、私たちは今日来ております。
○市長
　中村さんがおっしゃっている様子って、本当に負担をおかけしていることも分かっているので、今後、市としても、こういった文化・芸術は絶対に必要なものであるというのは変わらなくて。それで船橋吹奏楽団出身の指揮者の武藤英明さんが、昔、話したときにおっしゃっていたのが、「音楽がないと生きていけないと言うけど、そんなことはないよって。だけど、音楽ってビタミンみたいなもので、それがないと気づいた時には体が病んじゃうんだよね」と言っていて、まさしくそういった存在なのかなと思います。
　今後、すぐにはこれを形にしていくのって難しいんですけど、習志野市の宮本市長と、結構こんな話をすることがあって、習志野に新しく生涯学習施設のプラッツができたんですけど、習志野の文化ホール、今ちょっと大変な状況になっているんですけど、近いじゃないですか、駅から。で一つ皆さんに意見を伺っていいですか。
これからは、それぞれの市で個別にそれぞれのもをつくっていくって、ものすごく財政負担が大きくて、人口が減っていく中で、財政規模もだんだん小さくなっていく可能性があります。だからエリアを広げて見ていって、例えば習志野の駅の近くはこっちをつくって、船橋はこっちをつくっていくみたいな形でやっていったほうが、みんなのためになるんじゃないのというような意見交換、ちょっとした会話をしているんですけど、その辺はどうですか。一つのまちで完結していったほうがいいのか、あとは運営の仕方がやりやすいかどうか。どうでしょうか。
○団体
　習志野の文化ホール、キャパも大きいし、やっぱりどっちかというと音楽に特化しているホールだと思うんですよね。パイプオルガンもああやって設置してて。習志野には、演劇の会場ってないですよね。
○市長
　ないですね。だからどうかなと。
○団体
　逆にね。習志野市も含めて、やっぱり船橋にもそういう、もう一つちゃんとした劇場のものをつくっておけば、両方が使えるというメリットはありますよね。
○団体
　やっぱり特化したものを、それぞれ持っているということが、すごい強みだと思うんですよね。それで、そこを使ってもらうとかということも可能だという気はしますけどね。
○団体
　例えば、市民のアンケート取ったときも、市民の声といいますか、そのアンケートの六百幾つの中の声を、ちょっと紹介していいですか。
○市長
　じゃあ、はい。
○団体
市民の方からアンケートを取りまして、一応、市内・市外関係なく、どちらでも、どなたでもという形で取ったんですけれども、船橋市内の人は大体４５％の回答で、市外の方が５５％の回答でした。大体３００人ぐらいずつ回答があったと思うんですけど、その中の幾つかを読ませていただくと、「よいホールがあると、プロの演奏会、たくさん行われます。」「よい演奏を聴く機会が増えると音楽の活性化につながるし、演奏者も地元で演奏会ができることはとても便利。いいホールなら、なおさら楽しみになります。」「船橋を利用する人が増えると、まちの活性化にもなると思います。」という声や、「船橋市は公民館が充実しているのはうれしいです。」「今後の文化・芸術振興のために、画一的な公民館でなく、モデルケースとして、１館だけ特色を出して稽古場、倉庫、楽屋、ホールを備えた施設にリニューアル、夜の開館時間も延ばすなどをしてはどうでしょうか。」といった声とか、「船橋市には文化施設がなさ過ぎます。芸術ホールが欲しいです。」という声。「文化・芸術など、文化施設へ交通のアクセスの便利なところにできることを希望します。」ですとか、「文化ホールをつくり替えるときは座席数考えてください。」とかですね。「美術館、博物館が欲しいです。」など、「市民ホール、いろいろな催物があるが、会場が１つというのは寂しい。」「今回のように改築があると文化がストップしてしまう。文化ホールが１か所だと、何かで使用できなくなったとき、とても困るので、最低２か所は欲しいと思います。」という声。「船橋のいいところはいっぱいあり、いいなと思っていますが、文化・芸術施設が人口規模に比べて少な過ぎると思います。」というような声など、様々な声がありました。
　あなたは演劇や音楽などを鑑賞する機会、何回ぐらいありますか、という設問に、７０％の方が年２回から１２回程度は見ているということですが、演劇や音楽など、どこで鑑賞することが多いかというと、大体４０％ぐらいの方が船橋市外で見ますという方、どちらも同じくらいという方と船橋市内でほぼ見てますという方がそれぞれ３０％ぐらい、ということがアンケートで分かりました。
　船橋市内に演劇や音楽など鑑賞できる場が増えれば、今より鑑賞の機会が増えると思いますか、という質問には、とてもそう思う、まあそう思うで、９０％の方がそう思うと答えてくださいました。あまり思わない、分からないは１０％未満という形でしたね。
　船橋市に文化的な施設、この中には演劇や音楽などが鑑賞できる劇場、美術館や図書館なども含みますが、これらの施設が充実していると思いますか、という設問については、あまりそう思わない、全く思わないといった方が７５％ぐらいの回答でした。とても思う、まあそう思うという回答が１３％ぐらいとなって、ほとんどの方は、あまり文化的な施設は十分だなとは思っていないという回答でした。
　船橋市に文化や芸術に触れることができる施設があるといいと思いますか、という設問には、８３％の方が、とてもそう思う、まあそう思うという回答で、ほとんどの方が、もう少し文化や芸術に触れる施設が欲しいなと思っているという結果がアンケートからは出ていました。
○市長
　これはもう重々。申し訳ないですけど、船橋、人口に対して、文化関係だけでなくスポーツ関係も公共施設が本当に少ないんですね。
○団体
　そうですね。なぜですか。
○市長
　これは人口急増で、例えば岐阜もそうだし、秋田とか、みんな歴史的に社会資本を積み重ねていくまちって、道路から何から、やっぱりそれなりにものすごい時間かけて、江戸の頃からとか、城下町の時代からとか。
一方、船橋は年間２万人の人口が増えたのが２０年続いたんです。だから昭和３５年から昭和５５年ぐらいの間に４０万人増えているんです。１年間に２万人増えるって、１つの町が引っ越してくることと同じで、当時は働き盛りの方が多かったので、学校が必要で、でもつくるのって、意外に補助金が少なくて、自前の財源でどんどんやっていかなきゃいけなかったのと、あとは前原団地とか、いろんな団地ができたときに、その周りに住宅がどんどんできたんですけど、昔の本当に農家の牛が引いてたみたいな道の脇に家がどんどん建っちゃったので、そこの道路改修に追われました。ようやく今、下水道はもう完全に全国平均超えたんですけど、公園とかの面積とか、もう圧倒的に少ないです。
　施設的にも私も本当に何とかしたいと思っているんですけど、土地がないんですよ、本当に。それと、音の課題もありますし、いろんな公共施設つくると、人がいっぱい来るようになるから嫌だとかいう近隣の人がいたりとか、探しては断念、探しては断念がずっと続いているんです。
ただ、状況の危機感というのは非常に分かります。そんなこと言うと、じゃあ、何とかしてよって言われちゃいますが、ただ、全然危機感を持ってないわけではなくて、皆さん、市民団体って演劇だけじゃなくて、船橋って、ミュージカルから何から、手弁当でやってくれている団体がものすごく多いんですよ。だから、そういう人たちのモチベーションが保てるようにはしていきたいなと思っています。施設に関しては、なかなかすぐという訳にはいかず、申し訳ないです。
○団体
　考えている方向性はあるんですか。
○市長
　あとはもう本当に順番ですね。財源的に、これからどんな感じになっていくのかというのは、やっぱり社会の景気によって税収が変わっていくので。
　今、船橋市も日本全体は税収は増えているんですけど、一般のサラリーマン家庭みたいな、給料は少し上がったんだけど、物価がすごく高くなっているのと同じです。だから市として同じ事業をやっていても、３０億円ぐらい経費が増えちゃうんですよね。あとは高齢者の方の福祉の関係とか、いろいろやらなきゃいけないことがある中で、ただ、施設の不足は市としては十分感じているので、これは今後、基本方針とかつくっていきますけど、計画の中でも幾つかあって、土地が見つかりそうになったときに、ここには何がいいかというところを見極めながら、そんな感じではやっています。
○団体
　例えば銀行が空いたとか、そういうこと絶対ないですもんね、船橋って。
○市長
　ないです。みんな、逆に集まってきちゃって。
○団体
　そうですよね。何か、子供たちも、うちのほうもそうですけど、マンションが、ばっと建ってくるというか、人口的に子供が多くなっているとか、そういうことはありますよね。
○市長
　あります。だから、あと最低８年ぐらいは人口伸びる。だから、どうしても物理的に土地の確保が…。
○団体
　土地が欲しいですね。
　何かほかに皆さん、意見ありますか。御意見が、昨日しゃべっていたときにはいっぱいあったんですけど、ここに来ると、しーんとしちゃいますけど。
○市長
　何か、こんなところの土地が空くって聞いたけど、ここってどうですかって、それって結構大事な情報なんです。
○団体
　そうですか。探してきて、例えば前にある、空いている、これ要らないからあげますよという家とか、そういう小さな何か展示をしていたり、ありますよね。野球の展示場なんかありますよね。西船に。
○市長
　ああ、吉澤博物館。
○団体
　うん。ああいうところ、やっぱあれは使いにくいですか。
○市長
　いやいや、あそこは超レアなケースなので。いっぱいそういうのがあればいいのですが。
○団体
　そうですよね。学校が空いたのとか、そういうのも。
○市長
　学校は空かない。
○団体
　空かないですよね。
○市長
　船橋、学校は逆につくっているぐらいなので。
○団体
　船橋って東京が近いということで、みんな東京に行けば何でもできる、何でも見られるということで、文化がなかなかできてこないのかな、というところがあって、買ってくる文化になっているんじゃないかなという気がするんですよ。買ってくることによって、自分たちの税金は、全部買ってきた人たちに流れていく。自分たちの持っている税金は、自分たちの市民の人たちが何かの形で使えるみたいな、要するに、地産地消というのがよく言われますけど、そういうふうな文化のつくり方ができたらいいなって、希望ですよ、もちろん。それが一番の希望なんですけれど。どうしても買ってくる、外にお金を出して、来てもらうだけの文化じゃなくて、こっちでつくったものを基に外に出していくということも必要なんじゃないかと。
○市長
　それはもう、あれですよね。夢虫さんなんかもやってきましたよね。それとミュージックストリート、もうあれも１０年たって、意外に気がついてないところで文化は育ってるんですよ。若い世代が企画をして、一緒にやって。だから、今は逆に全国から、ミュージシャンたちが集まってきています。それが自分の興味の範囲外だと気がつかないんですけれど。
○団体
　それはそうですね。ただ、演劇というか、そういう芸術に関しては、何かすごい何もないというか、しぼんでいるというか。個々にはありますよ。だけど、何か、私たちがやれるような、そういう市民も巻き込んでみたいな、そういうものがやりたいなと思います。例えば、演劇祭でも何でもいいんですけど、そういうのを始めようと思って、プロジェクトをつくったんですけど、鶴見さんも入っていますけど、そういうふうなものが盛んになっていくことも大事かなと思います。
○市長
　だから、前にアンデルセンプロジェクトをやりました。
○団体
　遠いですよ、アンデルセン公園。
○市長
　違う違う。文化ホールでアンデルセンの劇とかをやったじゃないですか。
○団体
　やりましたね。アンデルセン劇。そうでしたね。
○市長
ああいうものを、進めていくことで、例えば、演劇鑑賞会の会員の話もありましたけど、みなで演劇に関心を持つ人たちを育てていく。アンデルセンプロジェクトのときに思ったけど、若い子も結構来ますよね。
○団体
　そうですね。
○市長
　だから、そういう企画とか、何か提案をしてもらって、それで自主事業で進めていく。多分、文化ホールで自主事業で演劇やってないのは鑑賞会もあるわけです。
○団体
　そうですよね。多分そうだと思いました。
○市長
　だって、鑑賞会があるのに、文化ホールの自主事業で演劇やっちゃったら、それはちょっと営業妨害みたくなっちゃうところがある。
○団体
　昔やってました。文化ホールと一緒になって。例えば、市民の人たちとお話をしながら、何かつくっていくというのがあるといいですよね。
○市長
　今、ハード的なところの整備はすぐにはできないですけれど、ソフト的な提案をしてもらって、その中で一緒にできるものを、何かこつこつとやっていく。公民館の講座でもいいかもしれないし、少なくとも公民館の集会室で稽古はできますよね。
○団体
　ただ、公民館は物が置けないんですよ。芝居やると、どうしても物づくりが必要で、いろんな物、それを毎回毎回運ばなきゃいけないということがあって。
○市長
　そうか、そうか。なるほどね。
○団体
　置ける場所がないと、芝居はつくれないというところがあるんですよ。なので、工房ってあるんですけど、工房があれば、そこに置きっぱなしで、また、そこで切ったりつくったりもできる。芝居やるには物を用意して持ってきて、舞台づくりをしないとできないので、また持ち帰らなきゃいけないというと、すごい負担が結構あるんですよね。なので、そういうことも含めると、やっぱり専門的なそういう場所があったほうがいいなって。
　今、公民館いっぱいありますけど、例えばですけど、公民館を１館ずつ特化する。例えば、ここは演劇をやれるような場所にするとか、ここは何か美術系に特化するとかって。今は全館一律ですが、どこかだけで構わないんですけど、そういうのがあるといいかなと。
○市長
　そういう要素を加えるのはできるかもしれないけど、特化させちゃうのは、公民館ではちょっと難しいですね。そのエリアごとにいろんな人がいるので、自分の好きなものって、みんなばらばらじゃないですか。
○団体
　そうですね。
○市長
　ただ、ある公民館では、こういった分野のところを自主事業で集中的にやっていきますよというのはあります。
○団体
　なるほどね。そうか、何か芝居をやる人たちのための、物置場というのがあるとありがたいかな。
○市長
　物置場は演劇だけじゃなくて。
○団体
　そう。楽器もそうですよね。あと、音ですよね。今、公民館で声出すと怒られますから。今、私たちが活動しているところは、上に住んでるんですよ。
○市長
　葛飾公民館。
○団体
　なので、そこでは大きい声を出さないでくださいって言われるんですよ。なので、声出ししができない芝居の稽古はなかなか難しいということもありますね。なので、結構、楽器もそうですよね。音出したら、うるさいって言われるし、公園なんかで運動会したら怒られたりする。昔はできたんですけど。
○市長
　朝のラジオ体操でも苦情が来る。
○団体
　そうですよね。
○事務局
　今、できるだけ公民館の防音工事を進めていますので。できるところからですが。
○団体
　それと、働いている人が活動できなくなっちゃったね。
○団体
　そう。夜、使えない。夜９時以降に。例えば、仕事が終わって帰ってきた人が何かできる場所というのは、今、公民館は9時で終わっちゃうので。お仕事してる人が、夜集まって音楽の練習なんかできないですよ。
○事務局
　でも、空いてればお貸しできます。
○団体
　夜ですか。１０時、１１時。それは無理でしょう。
○事務局
　多分、公共の施設で、なかなか、１０時、１１時というのは、どこでも厳しいのかなとは思うんですけれど。
○団体
　そうですね。自分たちで鍵かけても心配ですもんね。
○団体
　というか、見るほう。やるほうもそうですけど、見るほうも、僕、夢虫さんのお芝居見に行ったんですけど、葛飾公民館で、講堂でやってるんですよ。やっぱり見るほうも、あれだけ一生懸命やっているの、だから舞台で、ちゃんとした舞台で見てあげたい。パイプ椅子に座って、板張りの上で見ててもお芝居を楽しめない。市川の人も結構いるんですけど、市川は小ホールがあるじゃないですか。結構、あそこで市民の方やっているんですよ。こっちもああいうところでやらせてあげたい。そういうのを見たいと。お芝居って、見るだけじゃなくて、楽しむもんじゃないですか。見るほうもね。だから、見た後も、のんびり時間を取って、お茶でも飲んで帰ると。
　だから、僕も結構、東京に見に行くけど、帰り、総武線が混んだら困るから、飛んで帰っちゃうんですよ。だから、夜、見に行けない。お昼に見ても、３時過ぎたら、そろそろ、お茶も飲まないで帰っちゃおうかと。５時になったら総武線乗るの大変だから。東西線はもっと大変だし。だから楽しめない、芝居だけじゃなくても、美術館もそうですよね。東京に見に行けばいいって言うけど、友達と東京に見に行って、じゃあ、昼飯食って、じゃあ、帰ろうかって。お茶でも飲もうって、ぼっとしてると、もう帰り大変ですもん。混んだ電車で帰るから、何を見たか、訳わかんない。せっかくいい気持ちになってるのにね。だから楽しめないんですよね、近場にないと。特に老人は。
○市長
　そうですね。昔、船橋の美術館がちょっと遅れた理由というのは、市民ギャラリーで、市民の創作活動のほうに力を入れるときだと、当時の市長がおっしゃっていて。東京の美術館が近く、当時の世代は若かったのですが、これがちょっと高齢化してきた。高齢者の人たちが、どういった楽しみ方をされているのかって、また次の段階に入ってきている。
○団体
　そうですね。
○団体
　美術館だと、西武デパートに西武美術館があって、子育て時代に、船橋には美術館があると思い込んでいました。それくらいに、本当にいい時間を過ごせた。
　企業がお金を持っているんであれば、企業を誘致するとか、そういったところで、市が丸ごとお金出さなくてもと思うんですけれども、美術館にしても、本物が見れますし。芝居については今も出ましたけれども、板張りのところじゃなくて、ちゃんとした舞台でって。そういったものを、子供の頃から、ここに来れば本物が見られる、ここに来れば本物の舞台があるという場所がやっぱり欲しいなって思うんですね。
○市長
　そうですね。ただ、一つだけ理解をしていただきたいのは、本当、大事なんですよ。子供の時に、自分も含めて本物見たって。要はネットで、パソコン越しに見て、見た気になっちゃってるけど、本物って全然違うじゃないですか。
○団体
　違いますね。
○市長
　だから、今、船橋で文化課がやっているのは、それぞれの学校のところに、ファシリテーターをいっぱい入れて、子供たちと一緒に、作品を見ながら、子供たちの感性みたいなのをどんどん引き出す取組とか、面白いのやってたりとかしてるんですけど。いきなりハードはなかなかできないので。
○団体
　市民力は本当にすごいまちだなと思ってます。これも行政の力だろうなと思いながら。
○市長
　いろんな人のアイデアですよね。今日は全然回答にならない会話になっちゃいましたけど、ただ、ハードって本当に時間はかかるんだけども、いつかは何か形にできて、その間にソフトの部分で積み重ねていくと、器ができたときの活用の仕方って全然違うところもあって、また、いろんな意味でアドバイスとか意見を言っていただければなと。
○団体
　ほかに何かありますか。あと２分しかないんですけれど、どうしてもこれだけは言いたいという人いませんか。
○団体
　何か的外れで、すごく単純なことなんですが、土地がないっておっしゃってて、私は前原のほうに住んでるんですけど、マンションはもう要らないです。本当に津田沼も、またマンションが建つのかという感じで、マンションばっかり建ってるという一般市民の声です。
○市長
　そうですよね。だから、結構うちは厳しい条例を持ってるんですけどね。ほかの市よりは建てにくいまちなのだけど、どうしてもやっぱり土地の所有者の人たちの財産管理になっちゃうのでねえ。
○団体
　本当に、こんなにマンション建って、入るのかしらって思うくらい。
○市長
　便利過ぎちゃうんですよね、船橋は。
○団体
　本当に。土地が空くとマンションという感じで、今、建ってるので。
○市長
　だから、かろうじて、土地が空いて公園というケース。皆さん、気がつかないんですけど、空いたときにマンションじゃなくて公園になっているところもあるんですよ。だから、そういったことを、地道にはやっているんですけど。地域の人だって分からないですけよね。
○団体
　だって、あれですよ。マンションはいいんですけど、うちの近所、公団がせっかくあったのに、どんどんぶっ潰すんですよね。マンションにしちゃうんです。もう、木が全然なくなっちゃう。
○市長
　そうですね。昔の風景。
○団体
　６０年間の歴史があるんですよ。土地が広いから木がいっぱいあって、それをビルと一緒に全部ぶっ壊して、建物だけになっちゃう、だから緑が何もなくなって。
○市長
　公団の建物も、今もう本当に建て替えなきゃいけないときに、事業費の高騰です。だから、今のようにべらぼうな事業費がかかっているところに、住んでいる人がまた戻れるためにどうしたらいいかというと、やっぱり効率よく財源を使わないといけない。建物を高くしなきゃいけない。だから、そこはちょっとだけ厳しいところがありますよね。
○団体
　それはいいんですけど、緑を減らしてほしくない。
○市長
　ああ、それはそうですね。
○団体
　だって昔の公団、緑がすごいです。公園も。
○市長
　そうなんです。
○団体
　緑を守ることはできるんですか。
○市長
　それも厳しいですけど、やっぱり全てお金が、税金がかかってくるので。協力はしてもらうんですけれど。あと、ＵＲになってるので、公団と違ってやっぱり株式会社というか。
○団体
　そうですね。
○団体
　だから、もうあれですよ。ほとんど団地の敷地はみんな切り株だらけです。全部伐採して。見通しはいいんですけどね。
○市長
　でも、本当にまちづくりって、いろんな要素があるので。ただ、今日、初めてこういった形でお話があったけど、お話をすることは、とても大事なので、また何かありましたら。
○団体
　そうですね。私たちも何か、これからいろいろ勉強していきます。それで、あちこち見ながら、それから講演会も開きながら、市民の人たち巻き込みながら、大きな団体にしていこうと思っていますので、またこういう形で話合いをさせていただければと思います。
　今日は本当に皆様ありがとうございます。
○市長
　ありがとうございました。
○一同
　ありがとうございました。
○団体
　また、よろしくお願いします。
○事務局
　ありがとうございました。それでは、懇談会を閉会とさせていただきます。
　

――　了　――
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